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 宇宙航空研究開発機構（JAXA）では、極超音速旅客機用エンジン或いは 2 段式スペースプレー

ンの第 1段機体用エンジンとして、予冷ターボジェットエンジン(Pre-Cooled Turbo Jet : PCTJ)の

開発が進められている。本研究では、この PCTJのアフターバーナを模擬した小型燃焼器を製作し、

幅広い当量比（φ= 0.1～4.0）で燃焼実験を行った。その結果、図 2に示す通り当量比によって保炎

位置が大きく違うことが明らかになった。また、高い当量比では水素の動圧が高すぎるために壁面

上の境界層内で保炎しており、その結果として燃焼振動が起きやすくなっていることが示唆された。 
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図 1. 試験装置概略 

図 2. 上段：当量比 0.38時の火炎 

下段：当量比 2.9時の火炎 


